
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 青 森 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 青森県青森市立造道小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ４ ４ ３ ４ ４ ０ ２３

児童数 ０ ３２118 104 128 113 134 119 716

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

学ぶ知恵を身につけた子供を育てる学習指導のあり方

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１，２年 生活科、図画工作科、国語科 ３～６年 総合的な学習の時間
興味・関心に基づいた個人差に対応するため

・３～６年 算数科
児童の理解の状況に差が出やすい教科であるため

・５，６年 体育科、家庭科、理科、音楽科
各教科等の得意分野を生かすとともに複眼的な児童理解を図るため

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ 学ぶ知恵を身につけた子供を育てる学習指導のあり方
○ 研究の見通し（仮説）

児童の実態に応じた教材の開発や指導方法・指導体制の工夫をし、指導
と評価の一体化を目指した授業づくりをすることで、学ぶ知恵を身につ
けた子供を育てることができるのではないか。

○ 研究の内容・方法
①児童の実態に応じた教材の開発
＊単元構成の工夫
生活科・総合的な学習の時間を柱とした合科的・関連的な指導。

平 ・各教科等で培われた資質や能力を生かした指導計画、教材の工夫
＊理解や習熟の程度に応じた教材の開発
算数科における発展的な学習

成 ②個に応じた指導を図るための指導体制・指導方法の工夫
＊指導体制の工夫
少人数指導 （算数科） Ｔ・Ｔ （理科）
一部教科担任制（家庭科、体育科、音楽科）15

＊指導方法の工夫
興味・関心別 （算数科、生活科、総合、国語科、理科等）

年 分かり方別 （算数科）
＊使わせること、考えさせることを明確にした授業改善
見せ合い授業を通して指導力の向上を図る

度 ③学力の評価を生かした指導の改善
＊診断的評価を通して
標準化された学力検査の実施、分析、指導の改善
事前に行うレディネステストによる実態把握

＊形成的評価を通して
子供の自己評価を生かした支援
授業（単元）における形成的評価を生かした支援

④中学校との連携
＊見せ合い授業（授業参観）＊学力分析による情報交換
＊体験学習 (６年生の中学校訪問、英語の体験授業）



○ テーマ 学ぶ知恵を身につけた子供を育てる学習指導のあり方
○ 研究の見通し（仮説）

児童の実態に応じた教材の開発や指導方法・指導体制の工夫をし、指導
と評価の一体化を目指した授業づくりをすることで、学ぶ知恵を身につ
けた子供を育てることができるのではないか。

○ 研究の内容・方法
①児童の実態に応じた教材の開発
＊単元構成の工夫
生活科・総合的な学習の時間を柱とした合科的・関連的な指導。
・各教科等で培われた資質や能力を生かした指導計画、教材の工夫

＊理解や習熟の程度に応じた教材の開発
平 算数科における発展的な学習

②個に応じた指導を図るための指導体制・指導方法の工夫
＊指導体制の工夫

成 少人数指導 （算数科・国語科）
一部教科担任制（家庭科、体育科、音楽科）

＊指導方法の工夫
興味・関心別 （算数科、生活科、総合、国語科、図画工作科 ）16 、
分かり方別 （算数科）

＊使わせること、考えさせることを明確にした授業改善
年 見せ合い授業を通して指導力の向上を図る

③学力の評価を生かした指導の改善
＊診断的評価を通して

度 標準化された学力検査の実施、分析、指導の改善
事前に行うレディネステストによる実態把握

＊形成的評価を通して
子供の自己評価を生かした支援
授業（単元）における形成的評価を生かした支援

④中学校との連携
＊目指す子供像
＊指導体制、指導方法の工夫
＊日常の学習習慣
＊見せ合い授業（授業参観）
＊学力分析による情報交換
＊体験学習
６年生（全員）の中学校訪問、英語の体験授業

( ) 研究推進体制3

校 長

教 頭

教務主任

指導助言 学力向上フロンティア
青森県教育委員会 研究推進委員会
東青教育事務所
青森市教育委員会

全体研修会 小・中連携協議会

低学年ブロック 中学年ブロック 高学年ブロック



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
(１)児童の実態に応じた教材の開発

① 構想図をもとに生活科・総合的な学習の時間を柱とした合科的・関連的な指
導を行うことにより、学んだことを生かし、意欲的に問題を追及し、解決して

。 【 】いくことができた 資料 ２参照

② 発展的な学習について算数科においては、本校の考え方や内容のとらえ方に
ついて共通理解を図り、各学年、単元ごとに発展的な学習について事例集を作
り、学習内容を十分身に付けた児童に対しても、きめ細かな指導ができるよう

。 【 】になった 資料 ３参照

(２)個に応じた指導を図るための指導体制・指導方法の工夫
① 学年の発達段階やブロックでの協力体制を考慮し、多様な指導形態を取り入
れ、個に応じた指導を充実させるために加配教員の効果的な活用方法を考え出

。 【 】すことができた 資料 ４参照

、 「 」② 算数科においては 事前テストから児童の実態を把握し 予習・復習コース
「順序よく・まるごとコース 「一人で・みんなでコース」など、児童にも指」
導する側にも授業像の分かるコースを設定した。そして、児童にコースを選択
させ、個人差の少ない学習集団に再編成するとともに、そのコースにあった指

、 （ ） 。導法についても工夫し 分かり方別 習熟度別 学習に取り組むことができた
【資料 ５参照】

③ 少人数指導や分かり方別学習、興味・関心別学習など個に応じて指導体制・
指導方法を工夫し、既習事項を生かした授業展開を心がけることで、単元終了
後の児童の自己評価では 「算数の問題が自分で解けるようになった」という、
満足感や成就感を一人一人の児童に持たせることができた。
また、２学期の評定からどの学年においても９割以上の児童が、おおむね満

足できる段階まで到達しており、個人差に応じたきめ細かな指導を行うことが
できた。
【４学年 算数科 単元名「わり算(２)」単元終了後の児童の自己評価より】

（ア）勉強の進め方について （％）

項 目 １組 ２組 ３組 合計

いつもの少人数のクラスで勉強した方がよい １０ １０ ４ ２４

今のように自分たちでコースを選んで勉強した
方がよい １８ １９ ２３ ６０

どちらでもよい ６ ５ ５ １６

（イ）勉強したことについて （％）

項 目 １組 ２組 ３組 合計

わり算の筆算がどんどんできるようになった １１ １７ １２ ４０

わり算の筆算の仕方が分かり、自分でできるよ
うになった １６ １２ １２ ４０

時間はかかるけど、前よりも自分でわり算の筆
算ができるようになった。 ７ ５ ８ ２０

【２学期の算数科の評定より （％）】

評 定 ３年 ４年 ５年 ６年

十分満足できる。 （ ） ５９ ８０ ５３ ５６A

おおむね満足できる （ ） ３９ １９ ４０ ４１。 B

努力を要する。 （ ） ２ １ ７ ３C



④ 低学年においては、生活科などで特に、表現活動の場面で興味・関心別学習
で取り組ませ、児童一人一人が主体的に活動したり、工夫したりするなど意欲
を持続させることができた。
また、同じ思いを持った児童がグループを作り、活動することによって、進

んで友達と関わり合って学ぶ姿が多く見受けられた。

⑤ 自ら学び、自ら考える力を、身につけさせるために、児童に使わせること、
考えさせることを明らかにし、向き合わせ方などを吹き出しに表した指導案を
作成した。そうすることによって、教師主導の教え込む授業から大切なところ
は児童自身に発見させる授業へと授業改善を図ることができた。

【 】資料 ５参照

(３)学力の評価を生かした指導の改善
① 標準化された学力検査を実施し、結果を分析・活用することで重点的に指導
すべき学習内容や個に応じた指導の充実を図ることができた。例えば、算数科
においては 「数学的な考え方」を身につけさせることを重点事項として取り、
上げ、児童に問題解決的な学習を通して、既習事項を使って学習を進めていく
よさに気づかせることができた。

② 算数科においては、特に自力解決場面で自分で間違いに気づいたときには、
消しゴムで消さず、ばつを付けて思考の跡が残るようなノート指導に取り組ん
できた。
その結果、個別指導において児童の思考の流れに沿いながら、つまずきに対

して適切な手立てを考じることができた。また、結果だけでなく、学びの過程
を把握することができるので、個々について学ぶ方法や意欲、態度などを含め
た評価ができ指導と評価の一体化を図ることができた。
さらに、児童にとっても自分の思考の道筋が確認でき、どこでつまずいたの

か、どうしたらできるようになったのか学習を振り返り、自己評価能力を高め
。 【 】ることにつながった 資料 １参照

(４)中学校との連携
① 学力分析や日常の学習態度に関わる情報交換をすることによって、小学校に
おける指導の重点化を図ることができた。

② ６年生の中学校訪問での体験学習は、スムーズな中学校への引き継ぎ、また
興味・関心を高めるという視点からも有効であった。

【資料 １】



【資料 ２】



【資料 ３】



【資料 ４】





【資料 ５】



２．今後の課題
(１)児童の実態に応じた教材の開発

① 生活科において各教科等で培った資質や能力を生かしつつ、児童の興味関心
に基づいた教材の開発をする。また、他の教科についても児童の興味関心に基
づいた教材を開発していく。

② 算数科において１５年度作成した各学年の発展的な学習について実践を通し
て加除修正していく。

(２)個に応じた指導を図るための指導体制・指導方法の工夫
① 算数科における少人数指導のよさを生かし、他の教科にも発展させていく。
特に各教科等の学習を支える読み、書きを考慮し、国語科での実践を視野に入
れ、指導体制・指導方法を検討する。

② 個に応じた指導の充実を図るため、学習集団を編成する判断基準を明確にす
るとともに、その集団にあった指導方法を研究していく。

③ 読み、書き、計算の定着を図るため、全校体制での取り組み方を検討する。
(内容・時間等)

(３)中学校との連携
、 、 、授業参観や体験学習等 一時的な連携だけでなく年間を見通したもの 例えば

目指す子供像、指導体制・指導方法、日常の学習指導等で共通理解を図り、連携
を深めていく。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
１．算数科においてＣＲＴ教研式標準学力検査の実施（４月）

(１)児童の実態把握
(２)不十分な既習事項の定着指導
(３)指導の重点の明確化

２．国語科、社会科、算数科、理科（１・２年生は国語科と算数科）においてＣＲＴ教
研式標準学力検査の実施（２月）

(１)児童の学力の定着度の把握
(２)不十分な既習事項の定着指導

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

１．平成１５年 ９月２６日（金）東青管内小中学校校長研究協議会
「学力向上フロンティアスクール」の実施について概要説明

２ 「学力向上フロンティアスクール」の中間報告として資料作成．
地区の学校への配布

３．地区内の学校の要請に応じて「学力向上フロンティアスクール」の実施について概
要説明

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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